
樋門用ステンレス製グラウト調査孔

グラウトホール

　平成10年11月30日に（財)国土技術研究センターより発行された「柔構造樋門設計

の手引き」の中では、7.4.3地盤の沈下・側方変位対策の項に「地盤の沈下・側方変位

対策を行う場合は地盤性状との適合性、堤防への影響、堤防の耐震性向上等を考慮し

て適切な工法を選定する」と記載があり、現在の樋門には沈下調査ができるグラウト

ホールが標準的に設置されています。

当社のグラウトホールは耐久性に優れたステンレス製で、圧密沈下や浸透水流を調

査することができます。
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No. 部　材　名 材　質 No. 部　材　名 材　質

① 上蓋 合成樹脂 ⑦ シールゴム

② 本体管 (100A) SUS304 ⑧ 碇着台 (沈下板 φ10丸鋼付) SUS304

③ ﾌﾞﾁﾙｺﾞﾑｼｰﾄ ｔ3×20㎜幅×2箇所 ⑨ 剝離剤

④ 固定用φ15丸棒 SUS304 ⑩ 固定用M8六角ボルト (ﾜｯｼｬｰ付) SUS304

⑤ M8六角ボルト (ﾜｯｼｬｰ付) SUS304 ⑪ １／４インチプラグ SUS304

⑥ 押え板 SUS304 ⑫ φ10 水抜き孔

　　(注)⑩固定用M8六角ボルト(ﾜｯｼｬｰ付)はコンクリート打設後、除去する。 (施工方法 3 参照)

1． 本体管内に土砂や水が浸入しない構造になっています。

2. 固定用丸棒がついているので取り付けが容易です。

特　長

⑪1/4インチプラグ

にて下穴を塞ぐ

構　造



上蓋を取り外し沈下量を計測 

施工方法

1. 製品の設置

均しコンクリートを打設する前に所定の位置に据え、固定用丸棒に鉄筋等を用いて固定します。

2. 養生材の撤去

本体工コンクリートを打設する前にブチルゴムシートの外周に貼ってある養生用のポリエチレン

シート（白色）を剝がします。

3. 碇着台（沈下板）固定用M8六角ボルトの除去他

本体コンクリート構築後に上蓋のM８六角ボルト、ワッシャーを除去し、上蓋に仮止めしてある

1/4インチのプラグにてM8六角ボルトの下穴を塞ぎます。

沈下量の計測方法

※グラウトホールの長さは均しコンクリートの厚さ＋底版コンクリートの厚さで設定します。

各種機能試験

グラウトホールは各種試験を行い、性能を充分満足していることを確認しています。

水圧試験 水圧 0.15MPa　異常なし



SGH-010

柔構造樋門の安全をサポートする西武ポリマ化成の河川資材

U型
N型

コンクリート構造物継目部に
設置される伸縮可撓継手で、
樋門工事に採用されていま
す。

従来の鋼支持樋門に採用さ
れている鋼矢板用可撓継手
で、護岸用も製作していま
す。

柔構造樋門継目用耐土圧
板で、従来品と同等の性能
を維持しながら、より小さ
く軽量化を実現、経済性・施
工性が上がりました。

東京都水道局からの要請に
より日本で最初に開発され
たゴム製の止水板で、耐震
タイプとセンターバルブタイ
プがあります。

※製品の形状・寸法は改良のため予告なしに変更することがありますのでご了承ください。

関連資材

# CZ25.05




